
補
正
予
算
に
対
す
る

補
正
予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議
を
可
決

附
帯
決
議
を
可
決

TOPICS
議会報告会を開催

バラ議会・議場演奏会を開催

常任委員会の報告

ここが聞きたい　13人が一般質問

特別委員会の活動報告

議長交際費・政務活動費の公表

目指せ！ワールドカップ（中部ＳＣスポーツ少年団）目指せ！ワールドカップ（中部ＳＣスポーツ少年団）
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５会場で市民86人が参加
５
月
18
日
・
19
日
・
20
日
・
21
日
に
、
市
内
５
カ
所
の
地
区
セ
ン
タ
ー
で
「
議
員
と
語
ろ
う
」
第
13
回
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
会
報
告
会
は
、
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動
や
政
策
提
案
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
兼
山
、
土
田
、

桜
ケ
丘
、
下
恵
土
、
帷
子
地

区
セ
ン
タ
ー
の
５
会
場
で
開

催
し
、
86
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
数

名
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
議
員
が
加

わ
り
意
見
交
換
等
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
議
員
が
議
会
広
報
紙

「
議
会
の
ト
ビ
ラ
」
を
使
っ

て
、
３
月
議
会
で
の
平
成
30

年
度
予
算
の
主
な
事
業
内
容
、

常
任
委
員
会
で
の
審
議
内
容
、

予
算
に
対
し
て
議
会
が
行
っ

た
提
言
に
対
す
る
市
の
対
応

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

▽
東
美
濃
の
観
光
連
携
の
推
進
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
木
曽
川
の
観
光
資
源
等
も
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

▽
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
実
現
協
議
会
へ
の
予
算

を
観
光
振
興
に
組
み
替
え
た
経
緯
が
わ
か
っ

た
。

▽
岐
阜
医
療
科
学
大
学
へ
18
億
円
の
投
資
を

す
る
以
上
、
将
来
に
繋
が
る
誘
致
と
な
っ
て

ほ
し
い
。

▽
可
児
駅
前
へ
の
投
資
（
区
画
整
理
事
業
、

子
育
て
拠
点
施
設
整
備
）
は
良
い
こ
と
で
あ

る
。
加
え
て
、
大
学
誘
致
に
併
せ
、
西
可
児

駅
前
の
整
備
も
進
め
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
他
、
防
災
、
空
き
家
問
題
、
自
治
会

組
織
、
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
「
マ
ー
ノ
」
な

ど
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

予
算
に
つ
い
て
い
た
だ
い
た

意
見

なごやかな雰囲気の中で行われた意見交換（下恵土地区センター）

 議会報告会を開催
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（帷子地区センター）

ま
た
、
今
回
は
議
員
の
定
数
・
報
酬
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
可
児
市
議
会
が
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
検
討
の
経
過
説
明
を
行
い
、
そ

れ
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

議
員
の
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て

▽
定
数
を
削
減
し
報
酬
を
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。

▽
女
性
を
含
む
若
い
世
代
が
議
員
を
目
指
せ

る
よ
う
に
努
力
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
議
員

の
な
り
手
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
環
境
を

整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入
や

他
市
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。

▽
地
域
の
声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
に
も
、

定
数
は
現
状
で
良
い
。
ま
た
、
議
員
と
し
て

一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
報
酬
を

上
げ
れ
ば
良
い
。

▽
議
会
報
告
会
の
結
果
を
市
民
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
努
め
て
ほ
し
い
。

▽
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
議
会

の
構
え
が
良
い
。

▽
市
民
の
声
、
意
見
を
聞
く
機
会
、
場
を
も

っ
と
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

▽
可
児
市
の
た
め
に
議
員
と
し
て
自
覚
を
持

っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
を
、
内
容
に

よ
っ
て
所
管
の
常
任
委
員
会
に
振
り
分
け
、

今
後
の
議
会
活
動
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
の

か
、
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
岐
阜
医
療
科
学
大
学
の
開
設

に
関
し
て
は
、
所
管
の
総
務
企
画
委
員
会
に

お
い
て
、
大
学
と
の
連
携
の
在
り
方
や
ま
ち

づ
く
り
に
活
か
す
た
め
の
諸
課
題
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
な
ど
を
共
通
認
識
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
市
民
委
員
会
で
は
、
加
入
率

が
低
下
し
て
い
る
自
治
会
組
織
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
大
き
な
課
題
と
と
ら
え
、
持
続
可

能
な
組
織
づ
く
り
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行

っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ま
と
め
た「
議
会

報
告
会
実
施
報
告
書
」は
、可

児
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
員
の
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て

い
た
だ
い
た
意
見

ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
よ
り

可
児
市
議
会
で
は
、
特
別
委
員
会
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
、

議
員
の
活
動
量
調
査
、
大
学
教
授
か
ら

の
助
言
の
活
用
等
を
行
い
な
が
ら
、
議

員
の
定
数
と
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
調
査
、
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
議
会
報
告
会
は
11
月
に
開
催
予

定
で
す
。次
号
の「
議
会
の
ト
ビ
ラ
」で
、

日
程
や
開
催
場
所
等
に
つ
い
て
ご
案
内

し
ま
す
。
み
な
さ
ま
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「議員と語ろう」  

3　　可児市議会だより　2018.8.1
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提出された議案と審議結果
第２回定例会に提出された議案は、承認４件、予算１件、条例４件、人事１件、契約２

件、その他３件、委員会発委２件で、すべて原案のとおり承認・可決・同意されました。

第２回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件は、全会一致で可決しています。
大
平　

伸
二

田
原　

理
香

髙
木　

将
延

渡
辺　

仁
美

出
口　

忠
雄

伊
藤　
　

壽

板
津　

博
之

勝
野　

正
規

天
羽　

良
明

澤
野　
　

伸

酒
井　

正
司

川
上　

文
浩

野
呂　

和
久

川
合　

敏
己

山
田　

喜
弘

山
根　

一
男

中
村　
　

悟

伊
藤　

健
二

冨
田　

牧
子

亀
谷　
　

光

可
児　

慶
志

林　
　

則
夫

発委第１号　議案第35号平成30年度可児市一般会
計補正予算（第１号）についてに対
する附帯決議

● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

※○は賛成　●は反対　　※議長（川上文浩）は、採決に加わらない

番号 件名 結果

承
認

1 税条例の一部改正の専決処分 ◎

2 地方活力向上地域における固定資産税の不均一
課税に関する条例の一部改正の専決処分 ◎

3 都市計画税条例の一部改正の専決処分 ◎
4 国民健康保険税条例の一部改正の専決処分 ◎

議
案

35 平成30年度一般会計補正予算（第１号） ◎
36 税条例の一部改正 ◎
37 都市計画税条例の一部改正 ◎

38
指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介
護予防サービスの事業の人員、設備、運営等に
関する基準を定める条例の一部改正

◎

39 介護保険条例の一部改正 ◎

番号 件名 結果

議
案

40 監査委員の選任 ◎
41 請負契約の締結 ◎
42 請負契約の変更 ◎
43 市道路線の廃止 ◎
44 市道路線の認定 ◎
45 和解について ◎

発
委

1 議案第35号平成30年度可児市一般会計補正予
算（第１号）についてに対する附帯決議 ○

2 市議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の
制定 ◎

【結果の表示記号】
◎全会一致で可決　○賛成多数で可決

平成30年度可児市一般会計補正予算（第１号）の企画一般経費　東美濃ナンバー実現協議
会負担金の補正の執行にあたり、次の事項について、速やかに検討の上、実施されたい。
この度、地方版図柄入りナンバープレート導入申請期限が平成30年９月28日まで延期され
たことにより東美濃ナンバー実現協議会負担金を認めることとしたが、期限までの時間は限ら
れている。早期に「東美濃」の地名の浸透を図り、市民の意向を正確に把握し市民意見を確実
に反映させること。

平成30年度一般会計補正予算について、次の附帯決議を付すことを決定しました。

◆◆平成30年度補正予算に対する附帯決議◆◆

可児市議会だより　2018.8.1　　4

平成27年から、６月議会を『バラ議会』と称することとして
います。花フェスタ記念公園及び岐阜県立国際園芸アカデミー
のご協力をいただき、議場をたくさんのバラで飾りました。
また、開会前に、中部フィルハーモニー交響楽団に所属する
お二人によるバイオリンとチェロの演奏会を行いました。バイ
オリン奏者の古井さんは可児市在住で、可児市の自然にちなん
だ曲を意識して選んでくださった８曲を演奏いただきました。

平成30年第２回可児市議会定例会を５月28日から６月22日までの26日間
の会期で開き、平成30年度一般会計補正予算など、17議案を審議しました。

第２回定例会 を開催
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予
算
決
算
委
員
会

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年

度
補
正
予
算
審
査
を
行
い
ま
し

た
。審

査
を
深
め
る
た
め
、
参
考
人
と

し
て
学
校
法
人
神
野
学
園
に
来
て
い

た
だ
き
、
薬
学
部
開
設
延
期
に
伴
う

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

◆
◆
参
考
人
に
対
す
る
質
疑
◆
◆

　

資
金
収
支
計
画
中
、
施
設
関
係

支
出
が
当
初
計
画
よ
り
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
何
ら
か
の
措
置
を
と
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

既
設
の
大
学
の
保
健
科
学
部

や
自
動
車
短
期
大
学
等
神
野
学
園

全
体
の
数
字
で
あ
り
、
一
概
に
薬

学
部
だ
け
を
も
っ
て
の
数
字
の
変

平
成
27
年
度
一
般
会
計

岐
阜
医
療
科
学
大
学
開
設
支
援

事
業

QA

こんなことこんなこと　　を審査しましたを審査しました

常
任
委
員
会
報
告

 

第
２
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
。

化
で
は
な
い
。

　

１
年
延
ば
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

工
事
単
価
が
上
が
る
よ
う
な
影
響
は

想
定
し
て
い
る
か
。

　

年
度
が
か
わ
っ
た
か
ら
金
額
が

上
が
る
と
い
う
こ
と
は
一
概
に
は
言

え
な
い
と
考
え
る
が
、
備
品
に
つ
い

て
は
、
教
員
の
意
見
を
反
映
す
る
等

し
て
仕
様
が
変
わ
る
可
能
性
は
あ
る
。

◆
◆
質
疑
◆
◆

　

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
実
現
協
議
会

負
担
金
に
関
し
て
、
東
美
濃
ナ
ン
バ

ー
導
入
に
つ
い
て
の
再
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
や
市
民
へ
の
周
知
を
行
う
べ

き
で
あ
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長
と
し
て
は
、
当
然
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、

多
数
決
に
全
て
従
う
わ
け
で
は
な
く
、

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
を
市
民
が
使
う
こ

と
で
、
市
民
の
郷
土
に
対
す
る
誇
り

QA
そ
の
他
の
一
般
会
計
補
正
予
算

QA

や
愛
着
心
を
醸
成
し
て
い
き
、
本
市

が
中
心
で
あ
っ
た
東
美
濃
と
い
う
意

味
の
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

　

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
導
入
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
可
児
市
は

４
割
の
方
が
反
対
だ
っ
た
。
次
回
予

定
さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
身
が
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
結

果
に
な
れ
ば
、
確
実
に
国
に
認
め
て

も
ら
え
る
の
か
。

　

制
度
上
は
県
が
国
へ
申
請
す
る

こ
と
に
な
る
。
住
民
合
意
に
つ
い
て

国
に
確
認
し
て
も
ら
え
る
形
で
申
請

で
き
る
よ
う
、
協
議
会
が
県
に
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
教
育

事
業
で
、
今
回
追
加
さ
れ
た
内
容
は

県
の
10
割
補
助
な
の
で
、
全
校
で
行

う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

16
校
全
て
に
こ
の
案
内
は
配
付

し
た
が
、
時
期
的
な
こ
と
や
視
察
す

る
施
設
の
条
件
等
に
よ
り
申
請
で
き

な
い
場
合
も
あ
っ
た
。

　

昨
年
12
月
議
会
の
補
正
予
算
に

対
す
る
附
帯
決
議
で
岐
阜
医
療
科
学

大
学
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
お
願

い
し
た
。
進
捗
状
況
は
。

QAQAQ

　

継
続
的
に
協
議
を
し
て
い
る
。

実
習
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
こ

ど
も
健
康
部
を
中
心
と
し
て
約
１
０

０
名
を
予
定
し
て
い
る
。
帷
子
地
区

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
へ
の
参
加
で
の
地

域
連
携
等
一
つ
一
つ
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　

３
月
議
会
に
お
い
て
当
初
予
算

案
の
う
ち
、
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー

実
現
協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
反
対

し
た
。
理
由
は
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
へ

の
住
民
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ

と
、
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
反
対
の
意
見

を
お
持
ち
の
住
民
が
多
数
い
た
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
国
へ
の
申
請
期

限
延
長
が
決
ま
り
、
東
美
濃
と
い
う

名
称
の
認
知
を
広
げ
る
た
め
、
市
と

し
て
も
様
々
な
努
力
を
し
て
い
る
。

今
回
市
民
へ
の
認
知
が
さ
ら
に
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
、
東
美
濃
ナ
ン
バ

ー
実
現
協
議
会
負
担
金
を
含
む
補
正

予
算
案
に
賛
成
。

な
お
、
採
決
の
後
、
委
員
か
ら
補

正
予
算
に
対
し
て
何
ら
か
の
意
見
を

付
け
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

A賛成
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議
論
の
結
果
、
附
帯
決
議
を
提
案
す

る
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

【
議
会
だ
よ
り
第
68
号
の
訂
正
】

６
ペ
ー
ジ
最
上
段
の
修
正
案
概
要

中
１
行
目
に
「
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
実

現
協
議
会
は
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正

し
く
は
「
東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
実
現
協

議
会
に
参
加
す
る
各
市
町
は
」
で
し

た
。総

務
企
画
委
員
会

可
児
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

個
人
市
民
税
非
課
税
基
準
を
10

万
円
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
が
、

税
収
へ
の
影
響
は
。

　

給
与
及
び
公
的
年
金
収
入
の
方

に
つ
い
て
は
、
収
入
額
か
ら
所
得
額

を
算
出
す
る
際
の
控
除
額
が
10
万
円

減
額
と
な
る
の
で
所
得
額
が
上
が
る

こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
給
与
及
び
公

的
年
金
収
入
の
方
に
つ
い
て
は
実
質

的
な
影
響
は
な
い
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計

軽
自
動
車
税
に
環
境
性
能
割
を

導
入

QA

　

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
種
別

割
と
名
称
変
更
す
る
と
の
こ
と
だ
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　

従
前
の
軽
自
動
車
税
が
種
別
割

と
い
う
名
前
に
変
わ
り
、
取
得
時
に

か
か
る
環
境
性
能
割
が
加
わ
っ
た
二

本
立
て
と
な
る
。
こ
れ
は
、
自
動
車

取
得
税
に
か
わ
り
市
税
と
し
て
新
た

に
創
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
ば
こ
税
の
値
上
げ
に
よ
り
、

市
の
税
収
は
ど
れ
く
ら
い
増
え
る
の

か
。

　

平
成
28
年
度
決
算
額
は
６
億
２

６
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
た
ば

こ
離
れ
が
進
ん
で
お
り
、
年
々
税
収

は
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
今
回
の
改

正
で
１
５
０
０
万
円
前
後
の
増
加
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

建
設
市
民
委
員
会

大
森
台
（
欅
ケ
丘
）
宅
地
開
発
事

業
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
は
平
成
27
年
11
月
に
開
始
さ

れ
、
現
在
は
宅
地
造
成
前
の
砂
利
採

取
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年

QAQA
大
森
台
宅
地
開
発
事
業
を
視
察

12
月
ま
で
に
70
万
㎥
を
採
取
予
定
で

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
約
28
万

㎥
を
採
取
し
た
段
階
で
中
断
し
て
い

ま
す
。

現
地
で
は
懸
念
さ
れ
る
豪
雨
時
の

土
砂
流
出
対
策
と
し
て
、
一
時
的
に

雨
水
を
貯
め
ら
れ
る
よ
う
、
６
つ
の

沈
砂
池
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
集
中
豪
雨
に
備
え
、
排
水
誘
導

路
を
整
備
中
で
し
た
。

中
断
し
て
い
る
砂
利
採
取
に
関
し

て
は
県
と
相
談
し
て
い
る
と
し
つ

つ
、
再
開
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
更
な
る
安
全
対
策

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
事
業
者
側

に
要
望
し
ま
し
た
。

教
育
福
祉
委
員
会

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
及
び

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
、
運
営
等

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

政
令
で
定
め
る
者
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
た
が
、
そ
の
背
景
は
何
か
。

　

介
護
人
材
不
足
の
中
で
事
業
者

が
よ
り
裾
野
を
広
げ
て
担
い
手
を
確

QA

保
で
き
る
よ
う
、
身
体
介
護
よ
り
研

修
時
間
の
少
な
い
生
活
援
助
従
事
者

研
修
が
加
わ
っ
た
。

６
月
30
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
と
な
る
戦
国
山
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
旧
兼
山
歴
史
民
俗
資
料
館
）
を

視
察
し
ま
し
た
。

１
階
で
は
美
濃
金
山
城
主
森
氏
に

関
連
す
る
寺
社
に
つ
い
て
の
資
料
や

兼
山
地
区
の
街
並
み
が
、
ま
た
２
階

で
は
山
城
が
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
き
っ

か
け
に
兼
山
に
多
く
の
方
が
訪
れ
、

地
域
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計

「
戦
国
山
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

を
視
察

学芸員の説明を聞きました
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一般
質
問

市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

13
人
が
市
政
を
問
う

下記二次元コードを読み取っ
ていただくと議場での様子を
映像にてご覧いただけます。

　
国
は
都
市
再
生
特
別
措
置
法

を
改
正
し
、
都
市
計
画
法
を
中
心

と
し
た
従
来
の
土
地
利
用
の
計
画

に
加
え
て
、
居
住
機
能
や
都
市
機

能
の
誘
導
に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

「
立
地
適
正
化
計
画
」
を
制
度
化

し
た
。
本
市
の
考
え
は
。

　
市
街
地
を
縮
小
す
る
立
地
適

正
化
計
画
の
考
え
方
は
、
本
市
の

総
合
戦
略
の
施
策
と
は
整
合
し
な

い
。
用
途
地
域
内
の
未
利
用
地
の

活
性
化
に
加
え
て
、
市
街
地
周
辺

の
農
地
の
う
ち
、
駅
や
学
校
に
近

く
、
居
住
に
適
し
た
地
域
に
つ
い

て
は
、
都
市
的
土
地
利
用
推
進
地

と
し
て
位
置
づ
け
、
子
育
て
世
帯

の
定
住
・
移
住
先
と
し
て
積
極
的

な
土
地
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
制
度

の
現
状
と
見
直
し
は
。

　
地
域
の
皆
様
に
よ
る
善
意
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
所
管
部
署
が
は
っ

き
り
し
な
い
ま
ま
運
営
さ
れ
て
い

た
の
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
契

機
に
、
関
係
機
関
、
関
係
者
が
集

ま
り
、
役
割
分
担
、
責
任
の
所
在

等
に
つ
い
て
協
議
す
る
機
会
を
持

つ
。

QA

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
制
度
を

見
直
す

QA

立
地
適
正
化
計
画
の
考
え
は

澤
さわ
野
の
　伸

しん

子ども110番の家マップ
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本
市
が
提
供
す
る
災
害
緊
急

情
報
の
周
知
・
徹
底
が
重
要
だ
。

豪
雨
災
害
の
検
証
に
よ
る
対
応
、

方
針
の
改
善
に
つ
い
て
、
取
り
組

み
と
到
達
点
の
提
示
を
。

　
避
難
情
報
等
の
最
適
な
周
知

方
法
は
、
す
ぐ
メ
ー
ル
か
に
の
配

信
と
同
時
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
る
こ
と
。
さ
ら
に
掲

載
す
る
緊
急
情
報
は
、
配
信
と
同

時
に
機
械
的
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ト
ッ
プ
中
央
に
掲
載
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
７
月
か
ら
運
用
す
る
予

定
。
ま
た
今
年
４
月
か
ら
Ｆ
Ｍ
ら

ら
に
よ
る
緊
急
情
報
・
防
災
避
難

情
報
等
の
割
り
込
み
放
送
を
開
始

し
、
職
員
の
参
集
体
制
も
改
善
強

化
し
た
。

　
リ
ニ
ア
工
事
は
課
題
山
積
で
、

工
事
計
画
は
未
公
開
だ
。
環
境
破

壊
が
心
配
さ
れ
る
リ
ニ
ア
建
設
工

事
の
施
行
計
画
を
公
開
さ
せ
、
本

市
の
安
全
対
策
を
問
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
、
発
生
土
置

き
場
、
搬
出
・
運
搬
計
画
と
も
検

討
中
で
、
未
決
定
と
確
認
し
た
。

大
森
工
区
の
建
設
発
生
土
の
処
理

体
制
に
つ
き
、
今
後
Ｊ
Ｒ
東
海
が

施
工
計
画
、
環
境
保
全
計
画
に
て

明
確
に
し
た
上
で
、
地
元
等
関
係

者
に
説
明
す
る
。
そ
の
策
定
過
程

で
、
市
と
十
分
な
協
議
を
Ｊ
Ｒ
東

海
に
求
め
る
。

QAリ
ニ
ア
汚
染
土
壌
対
策
は
万
全

かQ

A

緊
急
防
災
情
報
の
割
込
み
放
送

を
開
始

　
市
が
標
榜
す
る
住
み
ご
こ
ち

一
番
・
可
児
が
高
齢
者
層
に
も
及

ぶ
諸
政
策
は
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及

び
健
友
連
合
会
は
、
会
員
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
や
、
社
会
参
加
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行

っ
て
い
く
。
介
護
保
険
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

全
体
の
供
給
量
や
事
業
者
の
人
材

確
保
の
状
況
等
を
総
合
的
に
確
認

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
大
学
と
の
連
携
・
帷
子
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
移
転
・
西
可

児
駅
前
整
備
・
空
き
家
と
学
生
ニ

ー
ズ
の
リ
ン
ク
は
。

　
協
定
に
基
づ
き
人
材
育
成
の

支
援
、
マ
ー
ノ
と
の
連
携
等
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
大
学
内
に
設
置
す

る
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
が

帷
子
地
内
へ
の
移
転
の
検
討
を
今

後
も
行
っ
て
い
く
。
西
可
児
駅
前

の
ハ
ー
ド
面
整
備
は
、
大
学
か
ら

新
た
な
要
望
が
あ
れ
ば
、
緊
急
性
、

重
要
性
を
判
断
し
、
適
宜
対
応
す

る
。
ま
た
「
可
児
市
空
き
家
再
生

プ
ロ
集
団
」
の
活
動
は
、
管
理
不

全
空
き
家
の
減
少
、学
生
の
安
全・

安
心
な
地
域
環
境
の
確
保
に
つ
な

が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

QA岐
阜
医
療
科
学
大
学
と
ま
ち
づ

く
り

QA 人
生
１
０
０
年
時
代
の
不
安
解

消
策
は

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ

酒
さか
井
い
　正

まさ
司
し

雑草が茂る西可児駅前周辺（5月末撮影）

「ＦＭらら」活用の緊急情報伝達システム
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学
校
規
模
適
正
化
に
関
す
る

基
本
方
針
が
示
さ
れ
て
か
ら
5
年

が
経
つ
。
当
初
の
児
童
数
推
計
値

が
現
状
と
乖
離
し
て
き
て
い
る
が
、

計
算
方
法
も
含
め
見
直
し
は
あ
る

か
。

　
区
画
整
理
等
で
人
口
が
増
え

て
い
る
場
合
と
違
い
、
一
般
的
な

推
計
で
測
る
の
は
難
し
い
。
本
市

の
場
合
、
企
業
誘
致
に
よ
る
人
口

流
入
が
あ
り
、
子
ど
も
が
中
学
に

あ
が
る
の
を
機
に
転
入
さ
れ
る
世

帯
が
多
く
、
中
学
校
に
お
い
て
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
外

国
籍
児
童
が
増
え
て
い
る
の
も
本

市
の
特
徴
で
あ
る
。
企
業
誘
致
が

一
段
落
し
、
今
後
の
景
気
動
向
を

考
え
る
と
、
人
口
増
か
ら
新
た
に

維
持
の
段
階
に
入
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
毎
年
2
月
に
直
近
の
児
童
生

徒
数
を
も
と
に
、
今
後
の
見
通
し

を
検
討
し
て
い
る
が
、
特
段
対
処

不
能
な
学
校
も
な
く
、
今
ま
で
同

様
、
推
移
を
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
学
校
規
模
に
よ
ら
ず
、
等
し

く
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
か
。

　
国
の
教
育
基
準
を
示
す
学
習

指
導
要
領
に
合
わ
せ
た
教
育
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
学
校
規
模
の
大

小
で
教
育
内
容
が
異
な
る
こ
と
は

な
い
。

QA

学
校
規
模
に
よ
る
教
育
環
境
の

違
い
は

QA

　
本
市
で
は
、
平
成
26
年
・
27

年
に
わ
た
っ
て
、
小
中
学
校
の
普

通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た

が
、
特
別
教
室
に
は
ほ
と
ん
ど
設

置
が
な
い
。快
適
な
環
境
で
児
童・

生
徒
が
学
習
に
励
め
る
よ
う
に
、

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

進
め
て
ほ
し
い
。

　
児
童
生
徒
が
一
番
長
く
い
る

の
が
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
な
の
で
、
普

通
教
室
に
限
定
し
て
空
調
整
備
を

お
こ
な
っ
た
。
図
書
室
に
つ
い
て

は
、
８
小
学
校
、
１
中
学
校
で
大

規
模
改
修
時
や
特
殊
な
ケ
ー
ス
と

し
て
設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
財

政
事
情
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
空
調

整
備
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た

い
。

　
本
市
で
は
平
成
31
年
度
の
新

入
学
時
か
ら
、
就
学
援
助
の
新
入

学
用
品
費
支
給
を
入
学
前
の
3
月

支
給
と
す
る
予
定
だ
。
と
こ
ろ
が
、

本
年
10
月
よ
り
実
施
さ
れ
る
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
で
、
就
学

援
助
対
象
世
帯
が
狭
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
心
配
だ
。

　
す
で
に
平
成
30
年
度
の
認
定

は
済
ん
で
お
り
、
改
定
前
の
基
準

で
判
定
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
も
、
改
定
前
の
基
準
で
判
定
す

る
予
定
。

QA就
学
援
助
を
切
り
下
げ
な
い
で

Q

A

学
校
規
模
適
正
化
の
方
針
見
直

し
は

特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
を

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

髙
たか
木
ぎ
　将

まさ
延
のぶ

平成29年度公立小中学校の空調設備設置状況

■推計値　■実数
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平成30年度小学校児童数

全国 岐阜県

普通教室 49.6% 55.2%

特別教室 34.6% 40.7%

全　体 41.7% 46.8%

（文部科学省発表資料より）
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谷
迫
間
地
内
の
市
道
32
号
線

は
、
車
が
す
れ
違
う
時
に
は
、
自

転
車
の
通
れ
る
隙
間
が
な
く
大
変

危
険
で
あ
る
。
高
校
に
向
か
う
学

生
の
た
め
に
も
歩
道
を
有
す
る
道

路
工
事
を
早
期
に
行
う
べ
き
で
は
。

　
本
路
線
は
、
自
動
車
の
交
通

量
が
多
く
、
歩
行
者
等
が
危
険
で

あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
継
続
し

て
自
治
会
か
ら
の
拡
幅
要
望
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
、
平
成

29
年
度
に
本
路
線
の
交
通
量
調
査

を
実
施
し
、
朝
・
夕
の
交
通
量
が

多
い
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
、
道

路
拡
幅
の
必
要
性
を
確
認
し
た
。

新
規
事
業
箇
所
と
し
て
優
先
度
が

高
い
と
認
識
し
て
お
り
、
時
期
は

未
定
だ
が
、
国
の
補
助
採
択
を
視

野
に
入
れ
順
次
整
備
を
行
って
い
く
。

　
自
動
車
事
故
の
平
成
29
年
度

県
内
ワ
ー
ス
ト
10
位
で
あ
る
今
渡

住
吉
南
交
差
点
で
の
車
や
歩
行
者

と
の
自
転
車
事
故
防
止
対
策
を
ど

う
し
て
い
く
考
え
か
。

　
可
児
警
察
署
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
29
年
度
中
に
、
住
吉

南
交
差
点
で
自
転
車
が
関
係
す
る

事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。
４
車

線
化
に
よ
る
交
差
点
形
状
の
整
備
、

信
号
及
び
横
断
歩
道
等
は
基
準
に

応
じ
て
適
正
に
整
備
さ
れ
る
。

QA交
差
点
の
自
転
車
事
故
防
止
策

は

QA

安
全
な
自
転
車
通
学
を
実
現
す

る
た
め

　
ベ
ン
チ
が
散
策
途
中
の
休
憩

や
憩
い
の
場
所
と
し
て
大
変
有
効

だ
。
特
に
高
齢
者
か
ら
ベ
ン
チ
設

置
の
要
望
が
あ
る
が
市
の
考
え
は
。

　
３
０
２
運
動
を
進
め
て
き
た

が
、
ベ
ン
チ
の
設
置
要
望
は
届
い

て
い
な
い
。
ま
た
、
普
通
に
歩
く
、

普
通
に
買
い
物
に
行
く
、
そ
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
ベ
ン
チ

を
置
く
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
を
利

用
す
る
こ
と
で
歩
く
楽
し
み
が
増

え
、
外
へ
出
る
人
も
増
え
る
と
考

え
る
。
ス
マ
ホ
な
ど
ア
プ
リ
の
導

入
に
つ
い
て
考
え
は
。

　
市
で
は
、
運
動
し
て
い
な
い

人
に
い
か
に
し
て
歩
い
て
も
ら
う

か
を
重
点
的
に
検
討
中
で
あ
る
が
、

ア
プ
リ
は
現
時
点
で
は
最
善
策
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
東
美
濃
の
観
光
開
発
と
し
て

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
地

域
こ
だ
わ
り
の
い
い
と
こ
探
し
を

住
民
目
線
で
発
掘
す
る
こ
と
が
必

要
。
そ
の
た
め
に
住
民
参
加
の
開

発
会
議
を
発
足
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
「
ひ
が
し
み
の
の
山
城
」
推

進
部
会
で
は
山
城
連
絡
協
議
会
が

市
民
団
体
同
士
の
相
互
交
流
な
ど

連
携
を
図
り
、
活
発
に
活
動
し
て

い
る
。
市
と
し
て
そ
れ
を
支
援
す

る
。
提
案
に
つ
い
て
は
、
各
部
会

で
伝
え
て
い
く
。

QAQA

東
美
濃
の
地
域
発
掘
は
市
民
の

参
加
で

QA

ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
散
策
）に
ベ
ン

チ
を

天
あもう
羽　良

よし
明
あき

田
た
原
はら
　理

り
香
か

市道32号線道路拡幅工事早期着工を

散策途中に休憩される高齢者
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２
０
２
０
年
に
放
送
さ
れ
る

大
河
ド
ラ
マ
が
明
智
光
秀
を
主
人

公
と
し
た
「
麒
麟
が
く
る
」
に
決

定
し
た
。
本
市
は
光
秀
ゆ
か
り
の

地
で
も
あ
る
が
、
観
光
交
流
人
口

増
加
に
向
け
た
ハ
ー
ド
面
の
整
備

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
明
智
長
山
城
を
は
じ
め
、
市

内
に
あ
る
山
城
に
つ
い
て
は
一
定

の
整
備
が
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、

案
内
看
板
な
ど
今
後
整
備
が
必
要

な
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
し
っ
か
り
整
理
し
、
今
後
の
施

設
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
大
河
ド

ラ
マ
の
状
況
に
も
合
わ
せ
、
４
部

６
課
に
よ
り
起
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
協
議
し
、
計
画

的
に
進
め
て
い
く
。

　
大
河
ド
ラ
マ
放
送
決
定
は
観

光
振
興
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考

え
る
が
、
本
市
の
観
光
施
策
は
。

　

必
要
な
整
備
は
進
め
る
が
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
勝
負
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
最
近
の
観
光
は
昔

の
も
の
を
見
る
と
い
う
よ
り
、
食

べ
物
を
含
め
、
そ
こ
で
し
か
体
験

で
き
な
い
お
も
て
な
し
を
受
け
る

体
験
型
で
あ
る
。
勝
負
ど
こ
ろ
は

い
か
に
可
児
市
な
ら
で
は
の
、
明

智
光
秀
に
ち
な
ん
だ
体
験
型
の
仕

掛
け
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
か

か
っ
て
い
る
。

QA大
河
ド
ラ
マ
を
生
か
し
た
観
光

施
策
は

Q

A

大
河
ド
ラ
マ
で
観
光
交
流
人
口

増
加
を

　
地
区
セ
ン
タ
ー
の
中
に
は
、

ト
イ
レ
の
段
差
が
10
セ
ン
チ
あ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
段
差
解
消
な
ど

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
は

ほ
と
ん
ど
が
湿
式
で
、
衛
生
管
理

上
段
差
が
あ
る
。
施
設
の
長
寿
命

化
の
た
め
の
大
規
模
改
修
時
に
、

地
域
の
皆
様
に
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
ト

イ
レ
の
段
差
解
消
等
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
向
け
た
改
善
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
段
差
の
注
意

喚
起
や
和
式
・
洋
式
の
表
示
は
行

っ
て
い
く
。
男
子
用
小
便
器
の
手

す
り
未
設
置
は
設
置
に
向
け
検
討

す
る
。
ま
た
、
駐
車
場
に
妊
産
婦

優
先
マ
ー
ク
が
な
い
地
区
セ
ン
タ

ー
は
、
順
次
新
規
設
定
を
検
討
す

る
。

　
清
流
の
国
岐
阜
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
に
お
け
る
県
と
の
連
携
は
。

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
実
践

と
継
続
の
た
め
の
働
き
か
け
を
強

化
し
た
い
。
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
福
祉
部
と
と
も
に
精
査
し
た
上

で
、
県
と
の
連
携
を
進
め
る
。
取

り
組
み
の
達
成
指
標
は
、
健
診
受

診
率
が
重
要
と
見
込
ん
で
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
設
定
の
詳
細
な
ど
を
含

め
、
県
の
設
定
目
標
な
ど
を
参
考

に
す
る
。

QA

健
康
ポ
イ
ン
ト
で
健
康
寿
命
延

伸
を

QA

地
区
セ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を

板
いた
津
ず
　博

ひろ
之
ゆき

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

瀬田地内にある明智長山城跡

段
差
の
注
意
喚
起
の
表
示
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新
た
な
施
設
や
仕
組
み
が
始

ま
り
更
な
る
行
政
の
企
画
力
指
導

力
が
問
わ
れ
る
時
で
あ
り
、
市
長

の
担
う
役
割
は
重
大
で
あ
る
、
三

期
目
に
向
け
て
の
決
意
を
伺
い
た

い
。

　
７
・
15
豪
雨
を
重
く
受
け
止

め
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
最

重
点
に
基
盤
整
備
を
進
め
、
高
齢

化
、
少
子
化
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
ま
ち
の
安
全
づ
く
り
の
４
つ

を
基
本
に
８
年
間
ぶ
れ
る
こ
と
な

く
進
め
て
き
た
。
少
子
高
齢
社
会

を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
市
民
の
皆

様
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
本
格
化

し
て
い
き
た
い
。

　
「
半
分
、
青
い
。」
や
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
に
明
智
光
秀
が
決

定
な
ど
、「
東
美
濃
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
千
載
一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
歴
史
、
文
化
面
で
つ
な
が
り

の
深
い
東
美
濃
の
連
携
を
進
め
て

お
り
「
半
分
、
青
い
。」
や
大
河

ド
ラ
マ
は
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
。

放
送
時
期
ま
で
に
ソ
フ
ト
、
ハ
ー

ド
面
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

東
美
濃
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

戦
略
的
に
使
う
こ
と
に
よ
り
経
済

文
化
交
流
圏
と
し
て
東
美
濃
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
誘
客
に
繋
げ
る
事
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

QA「
東
美
濃
」
へ
の
取
り
組
み
は

Q

A

三
期
目
出
馬
の
決
意
は

　
本
市
の
同
報
系
防
災
行
政
無

線（
以
下　
防
災
無
線
）は
、
ア
ナ

ロ
グ
子
局
１
８
６
局
中
１
５
８
局

が
20
年
以
上
使
用
さ
れ
、
耐
用
年

数
も
大
幅
に
超
過
し
て
い
る
。
保

守
点
検
・
部
品
交
換
に
よ
り
ア
ナ

ロ
グ
の
防
災
無
線
の
維
持
を
続
け

て
い
く
方
針
と
聞
く
が
、
ア
ナ
ロ

グ
部
品
の
生
産
中
止
等
に
よ
る
防

災
無
線
の
存
続
を
心
配
す
る
。
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
再
考
は
な
い
の
か
。

　
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

行
わ
ず
、
現
機
器
の
延
命
を
図
り

有
効
活
用
し
て
い
く
。
災
害
時
の

情
報
伝
達
は
す
ぐ
メ
ー
ル
か
に
や

Ｆ
Ｍ
ら
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

で
周
知
し
、
今
後
も
そ
の
時
点
で

最
適
な
代
替
手
段
を
選
択
し
て
い

く
。

　
現
在
、
本
市
で
は
介
護
保
険

制
度
で
の
住
宅
改
修
と
福
祉
用
具

の
購
入
は
、
費
用
を
全
額
支
払
っ

た
後
、
払
い
戻
し
と
な
る
償
還
払

い
と
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
の
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
自
己
負
担
分

の
み
を
支
払
う
受
領
委
任
払
い
に

で
き
な
い
か
。

　
償
還
払
い
は
、
一
時
的
に
せ

よ
利
用
者
に
経
済
的
負
担
が
か
か

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
関
係
事
業

者
等
へ
の
周
知
を
は
か
る
等
、
来

年
度
か
ら
受
領
委
任
払
い
が
で
き

る
よ
う
事
務
を
進
め
る
。

QA住
宅
改
修
費
等
の
受
領
委
任
払

い
は

QA

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
へ

再
考
を

野
の
呂
ろ
　和

かず
久
ひさ

中
なか
村
むら
　悟
さとる

市内至る所で目にする「東美濃」

行政と市民を結ぶ防災行政無線
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
麒

麟
が
く
る
」
の
主
人
公
が
明
智
光

秀
で
あ
る
こ
と
、
ロ
ケ
地
が
岐
阜

県
内
に
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
本
市
を
含
む
東
美
濃
が
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
確
か
で
あ
る
た
め
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
企
画
を
進
め
て
い
く
。

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画

や
企
業
協
力
を
今
ま
で
以
上
に
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

観
光
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
可
児
に
観
光

産
業
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
絶
好
の
機

会
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
情
報

発
信
に
つ
い
て
も
課
題
の
一
つ
と

考
え
る
。
さ
ら
な
る
観
光
政
策
を

ど
の
よ
う
に
推
し
進
め
て
い
く
の

か
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
企
画
立
案
し
て
い
る
。
大

河
ド
ラ
マ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

市
民
や
企
業
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
。
土
産
物
や
特
産
品
の
開

発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
も
２
０
２
０
年

の
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
に
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
は
東

美
濃
全
体
で
連
携
を
図
り
、
広
域

で
の
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く
。

QA観
光
交
流
・
観
光
経
済
の
活
性

化
を

Q

A

観
光
振
興
へ
の
今
後
の
展
望
は

　
本
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
代
表
的
な
も
の
に
「
可
児
そ
だ

ち
」
が
あ
る
。
導
入
か
ら
８
年
目

と
な
る
が
、
さ
ら
な
る
認
知
度
の

向
上
策
は
。

　
「
可
児
そ
だ
ち
」
は
平
成
23

年
に
、
農
産
物
及
び
そ
の
加
工
物

の
安
全
と
信
頼
の
確
保
、
並
び
に

市
内
産
業
の
活
性
化
、
農
業
用
施

設
の
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
当
初
28
品
目
だ
っ
た
が
、

平
成
29
年
度
末
に
は
56
品
目
と
倍

増
し
て
い
る
。
現
在
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
可
児
の
い
き
い
き
マ
イ
タ

ウ
ン
や
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
て
情
報
発
信

し
て
い
る
。
ま
た
、
集
客
の
高
い

場
所
で
の
物
産
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ

を
継
続
す
る
ほ
か
、
岐
阜
の
名
産

を
販
売
す
る
企
業
と
連
携
し
新
た

な
販
路
拡
大
を
図
り
、
市
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
早

期
発
見
・
早
期
療
育
は
、
市
の
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
利
用
す

る
施
設
に
よ
る
料
金
体
系
の
差
は

是
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

く
れ
よ
ん
は
市
が
設
置
す
る
施
設

で
、
市
民
が
利
用
す
る
場
合
は
無

料
と
し
て
い
る
。
民
間
の
児
童
発

達
支
援
事
業
所
の
利
用
者
負
担
分

を
市
が
負
担
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

QA

児
童
発
達
支
援
事
業
の
あ
り
方

QA

「
可
児
そ
だ
ち
」
を
育
て
て
い
く

に
は

山
やま
根
ね
　一

かず
男
お

渡
わた
辺
なべ
　仁

ひと
美
み

常設展示の甲冑と兜（観光交流館）

「可児そだち」の認定シール
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議 会 レ ポ ー ト

▲農業委員会との懇談会 （４月４日）
建設市民委員会は、農業委員、推進委員との
懇談会を行い、日頃の活動を通して感じられ
ていることや農業の将来性に対する考え等を
伺いました。現状の課題を共有し、可児市の
農業の今後について真剣に考えていかなけれ
ばならないと再認識しました。

このコーナーでは、議会が
本会議以外で行っているさ
まざまな活動を、写真で報
告していきます。

▲永年勤続表彰 （６月22日）
全国市議会議長会及び東海市議会議長会から、
川合敏己議員、川上文浩議員、酒井正司議員、
澤野伸議員、天羽良明議員が勤続10年以上の
表彰を受けました。

特別委員会　活動報告
可児市議会には、現在２つの特別委員会があります。
平成29年第２回定例会（６月議会）以降の活動報告です。

平成29年７月29日に地域課題懇談会を
開催し、高校生32名、大学生７名、可児商
工会議所など各種団体の大人24名、議員13
名が参加し、「駅前に必要なにぎわい」につ
いてワールドカフェ方式で意見交換を行い
ました。また、11月２日に可児高校模擬選
挙、平成30年２月８日には５回目となる高
校生議会を開催しました。併せて、可児市
議会主催の事業の外部評価を試行しており、
直近では平成30年５月の議会報告会におい
ても、ＮＰＯ縁塾と名城大学都市情報学部
昇秀樹教授のゼミ生による外部評価を行い
ました。

議会改革特別委員会
広報紙「議会のトビラ」を第65号から第
68号まで発行しました。議会活動にご理解
いただける紙面作りに検討と工夫を重ねて
います。また、テレビ・ラジオ番組制作小
委員会をつくり、ケ－ブルテレビ、ＦＭら
ら向けに広報番組を制作しています。ケー
ブルテレビ番組は、通常の放映以外に議会
報告会当日にも会場で放映するなど活用し
ています。議会広報特別委員会は任期２年
の委員会です。前半期を終了し、後半期で
は、「議会のトビラ」のさらなる進化と議
会制作の広報番組のあり方について、研究
を深めたいと思います。

議会広報特別委員会
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平成29年度議長交際費を公表
議長交際費とは、議長が議会を代表し対外的な

活動をするために、予算の範囲内で支出する経費
です。

なお、議長公務の内容は、議会ホームページや
フェイスブック等で公開しています。

平成29年度政務活動費の使い道を公表
政務活動費とは、議員の調査研究に役立てるために必要な経費の一部として交付され

るもので、本市議会議員には一人当たり年額24万円が各会派または会派に属さない議員
へ交付されます。各会派等は、毎年、収支報告書に領収書を添付し議長に報告していま
す。また、残額は市に返還しています。

なお、領収書などは、議会ホームページで公開しているほか、議会事務局で閲覧する
ことができます。

会派名 人数（人） 交付額（円） 支出額合計（円） 残額（円）
誠 　 颯 　 会 10 2,400,000 2,401,233         0
真 　 政 　 会  4   960,000   612,302   347,698
自 由 民 主 ク ラ ブ  2   480,000    64,472   415,528
日 本 共 産 党 可 児 市 議 団  2   480,000   418,607    61,393
可 児 市 議 会 公 明 党  2   480,000   153,253   326,747
市 民 の 声  2   480,000   519,546         0

計 22 5,280,000 4,169,413 1,151,366

会派名 支出額
支出内訳

調査研究費 研修費 広聴費 資料作成費 資料購入費 事務所費
誠 　 颯 　 会 2,401,233 1,151,132 959,403 0 137,309 15,924 137,465
真 　 政 　 会 612,302 0 612,302 0 0 0 0
自由民主クラブ 64,472 47,000 0 0 11,663 4,800 1,009
日本共産党可児市議団 418,607 0 282,264 0 1,620 111,725 22,998
可児市議会公明党 153,253 0 0 0 22,126 52,628 78,499
市 民 の 声 519,546 0 398,359 0 0 6,180 115,007

計 4,169,413 1,198,132 2,252,328 0 172,718 191,257 354,978
※誠颯会と市民の声の支出額には会派負担分を含みます。

区分 件数 支出額（円）
慶　　　祝  0       0
見　　　舞  1  10,000
弔　　　慰  7  46,880
会　　　費 20 166,500
協賛・賛助  0       0
そ　の　他  0       0

計 28 223,380

議長交際費　と　政務活動費
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「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

第４回定例会のお知らせ
８月

22日 開会日（議案説明）
22日
23日 予算決算委員会

30日
31日 一般質問

９月
３日 一般質問・議案質疑
４日
５日 予算決算委員会

６日 総務企画委員会
７日 建設市民委員会
10日 教育福祉委員会
12日 予算決算委員会　　
20日 閉会日（委員長報告・討論・採決）

会議は午前９時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合もあります。

地域のかがやき
地域の笑顔

元気に大きくなってね

土田／はぐみの森・土田保育園稚鮎の放流

ひらひらと飛びそうだね

広見東／寺子屋あけち　チョウの鱗粉転写

「猟友会」の方々の日頃の活動があることで、農作物
の被害が抑えられています。体を張っての活動です。ど
うぞお気をつけてください。捕獲したイノシシの一部を
「山の神様」にお供えされるそうです。自然の摂理を感
じました。

取材を終えて

※せっかくの農作物が、イノシシにより荒らされる被害が
続いています。伊藤壽委員と田原理香委員が、イノシシ
の捕獲にご尽力をいただいている「猟友会」元代表 宮
島さんにお話を伺いました。

広報委員：猟友会会員は何名ですか。
宮島さん：猟友会会員は43名です。そのうち、イノシシや

アライグマなど有害鳥獣駆除員は18名です。
広報委員：有害鳥獣の捕獲について、教えてください。
宮島さん：狩猟期間は３月16日から10月31日です。今年は

５月現在で、市内東部地域が多いのですが、ア
ライグマ５匹、ヌートリア１匹、ハクビシン９
匹、イノシシ11頭を捕獲しました。

広報委員：これまでこわい思いをされたことはありますか。
宮島さん：罠が外れて、イノシシが顔面に跳びかかってき

た時は、もうダメかと思いました。
広報委員：捕獲活動をされて思うことは？
宮島さん：山が荒れるなど、随分里山の環境が変わってき

ました。イノシシも餌を求めて人里に出没する
ようになりました。開発の影響も大きいかと思
います。

広報委員：最後に一言お願いします。
宮島さん：「猟友会」の会員の平均年齢は68歳です。ぜひ

若い人に入ってきてほしいですね。
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